
お知らせ 功績・栄光をたたえます

全
国
大
会
出
場

全
国
大
会
出
場

問
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
☎
21
‐
０
１
５
２

第
43
回
全
国
高
等
学
校
ラ
イ
フ
ル
射
撃

競
技
選
抜
大
会（
３
月
・
広
島
県
） 大

おお
橋
はし

卓
たく

真
ま
さん

（高梁城南高校２年）

第
32
回
全
日
本
大
学
女
子
サ
ッ
カ
ー
選

手
権
大
会（
令
和
５
年
12
月
～
１
月
・

大
阪
府
） 

中
なか

野
の

咲
さき
さん

（キャプテン）

第
23
回
全
国
小
学
生
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大

会（
３
月
・
千
葉
県
）

宮
みや

本
もと

毅
よし

郎
ろう
さん

（住友電工焼結合金株式会社）

　
公
益
の
た
め
に
多
額
の
私
財
を
高
梁

市
へ
寄
付
し
た
功
績
で
紺
綬
褒
章
を
受

章
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
回
の
受
章
は
、
岡
山
県
在
住
者
で

初
め
て
文
化
勲
章
を
受
章
し
た
書
家
の

故
高た
か
木き

聖せ
い
鶴か
く
さ
ん
の
作
品
11
点
を
、
令

和
４
年
度
に
高
梁
市
へ
寄
贈
し
て
い
た

だ
い
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
す
。

　
高
木
聖
鶴
さ
ん
は
旧
制
高
梁
中
学
校

（
現
高
梁
高
校
）に
通
っ
て
い
た
こ
と
か

ら
本
市
に
深
い
思
い
が
あ
っ
た
と
の
こ

と
で
、
ゆ
か
り
の
地
で
展
示
活
用
し
て

ほ
し
い
と
ご
子
息
の
聖
雨
さ
ん
か
ら
寄

贈
さ
れ
ま
し
た
。

問
社
会
教
育
課
☎
21
‐
１
５
１
４

紺
綬
褒
章

叙
勲
叙
勲

高高
たかたか

木木
きき

聖聖
せいせい

雨雨
うう
さんさん

（東京都練馬区）（東京都練馬区）

令
和
６
年
度
市
民
提
案
型
ま

ち
づ
く
り
支
援
事
業
を
募
集

　
市
民
主
体
の
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す

る
た
め
、
市
民
活
動
団
体
や
地
域
団
体

が
自
主
的
・
主
体
的
に
企
画
・
実
施
し

公
共
の
利
益
に
つ
な
が
る
事
業
を
公
募

し
、
採
択
さ
れ
た
事
業
に
補
助
金
を
交

付
し
ま
す
。
な
お
、
本
事
業
は
令
和
６

年
度
当
初
予
算
成
立
を
前
提
と
す
る
も

の
で
す
。

募
集
期
間　
３
月
1
日（
金
）～
４
月
5

日（
金
）

募
集
テ
ー
マ
・
補
助
率　

①
市
が
指
定
す
る
テ
ー
マ
…
対
象
経
費

の
10
分
の
10
以
内
で
、
上
限
50
万
円

②
自
由
テ
ー
マ
…
対
象
経
費
の
10
分
の

９
以
内
で
、
上
限
30
万
円

※
条
件
に
よ
っ
て
補
助
率
や
上
限
額
は

変
わ
り
ま
す
。

令
和
５
年
度
採
択
事
業
の
成
果
報
告
会

日
時　
３
月
５
日（
火
）午
後
２
時
～

場
所　
市
役
所
３
階
大
会
議
室

申
し
込
み　
参
加
を
希
望
す
る
人
は
事

前
に
市
民
課
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
な

お
、
報
告
会
終
了
後
に
令
和
６
年
度
事

業
の
説
明
会
を
行
い
ま
す
。

問
市
民
課
☎
21
‐
０
２
５
４

松
まつ

岡
おか

葵
あお

依
い
さん

（成羽小学校４年）
川
かわ

上
かみ

凉
りょう

生
せい
さん

（落合小学校５年）

東
あずま

実
み

優
ひろ
さん

（高梁中学校２年）
太
おお

田
た

優
ゆう

希
き
さん

（就実中学校１年）

吉
備
国
際
大
学
女
子
サ
ッ
カ
ー
部

第
31
回
全
国
ク
ラ
ブ
ラ
グ
ビ
ー
フ
ッ
ト

ボ
ー
ル
大
会（
１
月
～
２
月
・
埼
玉
県
） 

第
11
回
チ
ア
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
世
界
選
手
権

大
会（
令
和
５
年
11
月
・
群
馬
県
） 

優
勝

第
23
回
全
日
本
チ
ア
ダ
ン
ス
選
手
権
大

会（
令
和
５
年
11
月
・
東
京
都
）第
４
位

第
４
回
全
国
Ｕ
‐
15
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー

ル
選
手
権
大
会（
１
月
・
東
京
都
） 

４
月
１
日
か
ら
相
続
登
記
が

義
務
化
さ
れ
ま
す

　
土
地
や
建
物
な
ど
の
所
有
者
が
亡
く

な
っ
た
と
き
に
相
続
人
に
名
義
を
変
更

す
る
「
相
続
登
記
」
の
申
請
の
義
務
化

が
４
月
１
日（
月
）に
始
ま
り
ま
す
が
、

３
月
以
前
の
相
続
に
つ
い
て
も
登
記
が

さ
れ
て
い
な
い
も
の
は
義
務
化
の
対
象

と
な
り
ま
す
。

　
正
当
な
理
由
な
く
、
不
動
産
を
相
続

（
取
得
）し
た
こ
と
を
知
っ
た
日
も
し
く

は
令
和
６
年
４
月
１
日
か
ら
３
年
以
内

に
相
続
登
記
の
申
請
を
し
な
か
っ
た
場

合
、
10
万
円
以
下
の
過
料
が
科
さ
れ
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
現
在
、
相
続
登
記

の
免
税
措
置
が
拡
大
さ
れ
て
い
ま
す
の

で
お
早
め
の
申
請
を
お
勧
め
し
ま
す
。

※
詳
し
く
は
法
務
省
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
岡
山
地
方
法
務
局
高
梁
支
局

☎
22
‐
２
３
１
８

法務省ウェブサイト法務省ウェブサイト

　
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
の
確
定
申
告
を

市
職
員
が
お
手
伝
い
し
ま
す
。

※
申
告
・
操
作
を
す
る
の
は
、
申
告
者

ご
自
身
で
す
。

日
時　
３
月
６
日（
水
）午
前
10
時
～
午

後
３
時（
予
約
不
要
・
午
後
２
時
30
分

ま
で
受
け
付
け
）

場
所　
ポ
ル
カ
天
満
屋
ハ
ピ
ー
タ
ウ
ン　

市
民
交
流
コ
ー
ナ
ー

対
象　
給
与
・
年
金
所
得
の
還
付
申
告

を
す
る
人

持
物　
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン（
デ
ー
タ
通

信
の
で
き
る
も
の
）、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
、
そ
の
他
申
告
に
必
要
な
資
料

（
必
要
な
資
料
に
つ
い
て
は
事
前
に
確

認
の
上
準
備
し
て
く
だ
さ
い
）

※
申
告
書
の
送
信
に
は
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
に
加
え
、
利
用
者
証
明
書
用
電

子
証
明
書
パ
ス
ワ
ー
ド（
数
字
４
桁
）と

署
名
用
電
子
証
明
書
パ
ス
ワ
ー
ド（
英

数
字
６
～
16
桁
）が
必
要
で
す
。
パ
ス

ワ
ー
ド
が
わ
か
ら
な
い
場
合
な
ど
は
事

前
に
市
民
課（
☎
21
‐
２
０
５
２
）へ
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

問
税
務
課
☎
21
‐
０
２
１
４

「
ス
マ
ホ
申
告
デ
ス
ク
」
を

開
設
し
ま
す

公
共
施
設
再
配
置
方
針
案
へ
の

ご
意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い

　
公
共
施
設
の
今
後
の
方
向
性
に
つ
い

て
の
市
の
考
え
方
を
ま
と
め
た
「
高
梁

市
公
共
施
設
再
配
置
方
針
」
の
策
定
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
こ
の
案
に
つ
い

て
皆
さ
ん
の
ご
意
見
と
な
る
パ
ブ
リ
ッ

ク
コ
メ
ン
ト
を
募
集
し
ま
す
。

提
出
期
限　
３
月
15
日（
金
）必
着

方
針
案
の
閲
覧
場
所　
理
財
課
、
ま
た

は
各
地
域
局
の
ほ
か
、
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ

ト
で
閲
覧
で
き
ま
す
。

提
出
方
法　
所
定
の
様
式
に
住
所
、
氏

名
、
電
話
番
号
と
ご
意
見
を
明
記
し
、

①
～
③
の
い
ず
れ
か
の
方
法
で
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。
様
式
は
閲
覧
場
所
に
備

え
て
い
る
ほ
か
、
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
か

ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

①
郵
送　

〒
７
１
６
‐
８
５
０
１ 

理

財
課（
住
所
不
要
）

②
フ
ァ
ク
ス　
F
23
‐
１
５
５
５

③
閲
覧
場
所
へ
提
出

　

ま
た
、
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
の
申
請

フ
ォ
ー
ム
で
内
容
を
送
信
す
る
こ
と
も

で
き
ま
す
。

問
理
財
課

☎
21
‐
０
２
０
７

高梁市の市外局番は「0866」です 6Ｒ6 (2024) ２月7 Ｒ6 (2024) ２月

短
歌
短
歌　
　

サ
イ
レ
ン
の

　
　

サ
イ
レ
ン
の  

鳴鳴なな

り
た
る

り
た
る
車車し
ゃ
し
ゃ

中中ち
ゅ
う

ち
ゅ
うのの  

夫夫つ
ま
つ
ま

にに
添添そそ

いい  

病病び
ょ
う

び
ょ
う

院院い
ん
い
ん

ま
で
の

ま
で
の  

長長な
が
な
が

きき
道道み
ち
み
ち

程程の
り
の
り　
　
　
　

新新し
ん
し
ん

倉倉く
ら
く
ら

ヨ
シ
コ

ヨ
シ
コ
さ
ん（
成
羽
町
布
寄
）

さ
ん（
成
羽
町
布
寄
）

短
歌
短
歌　
　
　
　

賀賀がが

状状じ
ょ
う

じ
ょ
うに
は
に
は  

元元げ
ん
げ
ん

気気きき

で
す
か
と

で
す
か
と  

ひ
と
ひ
と
筆筆ふ
で
ふ
で

をを  

書書かか

きき
足足たた

し
て
お
く

し
て
お
く  

会会ああ

え
な
い

え
な
い
貴貴あ
な
た

あ
な
た方方
へ　へ　

那那なな

須須すす

閑閑し
ず
し
ず

子子ここ

さ
ん（
成
羽
町
小
泉
）

さ
ん（
成
羽
町
小
泉
）


